
防衛省・自衛隊に関する質問

なぜ、スタンド・オフ防衛能力の強化

が必要なの？

2025.8.29発信～98 スタンド・オフ防衛能力～

スタンド・オフ防衛能力とは、様々な地点の攻撃されない

安全な距離から相手部隊に対処する能力 です。

島嶼防衛用高速滑空弾
（2025年度から配備予定）

東西南北、それぞれ約3,000キロに及ぶ日本の領域を

守り抜く ため、防衛省・自衛隊は、侵攻部隊を早期・

遠方で阻止・排除可能なスタンド・オフ防衛能力を

強化 しています。
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島嶼防衛用
高速滑空弾

１２式地対艦誘導弾
能力向上型

国産の
スタンド・オフ・ミサイル

外国製の
スタンド・オフ・ミサイル

12式地対艦誘導弾能力向上型
（2025年度から配備予定）

JSM
（2025年度から
納入予定）

JASSM
（2027年度から
納入予定）

トマホーク
（2025年度から
納入予定）極超音速誘導弾

（2029年度に配備予定）


